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研究成果の概要（和文）：アッバース朝宮廷占星術師マーシャーアッラーフに帰せられた『天球について』アラ
ビア語テクストの校訂とその英訳を完成させた。さらに、本作品の内容を分析することで、真の著者ドゥーナシ
ュ・イブン・タミームの宮廷科学者としての役割が見えてきた。ドゥーナシュは『天球について』において天体
運動を含めた自然現象の発生過程をギリシャ哲学や天文学の知識を使って合理的に説明し、このような合理的で
素晴らしい世界を創造できるのは、全知全能の唯一神しか不可能である、という議論を展開することで、神の一
性を証明しようとしたことが分かった。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I focused on editing the Arabic original of Liber 
de orbe, which was traditionally attributed to Mashaallah, an astrologer in the Abbasid court, as 
well as translating the Arabic text into English. Since this work was not written by Mashaallah, but
 by Dunash ibn Tamim, a Tunisian court physician, the analysis of the whole contents of this work 
revealed Dunash's aim of composing this work: by explaining the rationality of the whole natural 
phenomena, he concluded that this rational world cannot be created except by the wisest one God. 
That is, this work was written for providing a proof of the existence of the one God.    

研究分野： 古代中世科学史・アラビア語文献学
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１． 研究開始当初の背景 
 
中世ラテン世界にアリストテレス自然学と
それに基づく宇宙観を伝えた最初期のラテ
ン語作品として、アッバース朝宮廷占星術師
マーシャーアッラーフ（800 年頃活躍）に帰
せられた Liber de orbe（『天球について』）が
挙げられる。この作品は、いわゆる「十二世
紀ルネサンス」の翻訳活動の中核を担ったク
レモナのゲラルドによってラテン語に翻訳
されたものとして知られ、アリストテレス自
然学を学ぶ際の教科書として、さまざまな大
学で数多くの学生たちによって読まれるこ
とで、中世ラテン世界のアリストテレス哲学
受容のきっかけとなった。それゆえ、本作品
の分析は、ヨーロッパにおける哲学の大きな
伝統をなしたアリストテレス主義の展開を
見るうえで、なくてはならないものであるこ
とは言うまでもない。（本作品の重要性につ
いては、Barbara Obrist, “Twelfth-Century 
Cosmography, the De scecretis philosophie, 
and Māshā’allāh (attr. to) Liber de orbe”, 
Traditio 67 (2012): 235–276 や Shlomo Sela, 
“Maimonides and Mashallah on the Ninth 
Orb of the Signs and Astrology,” Aleph 12 
(2012): 101–134 などが指摘するところであ
る。）その一方で、そのアラビア語原典は、
いまだかつて同定されてこなかったため、ラ
テン語版『天球について』の研究は遅々とし
て進まず、ラテン語本文の校訂版もいまだ公
刊されていない。しかし、哲学や科学に関す
る膨大なアラビア語写本を調査する過程で、
私は、世界ではじめて、そのアラビア語原典
を収録した写本をベルリンとフィラデルフ
ィアの各図書館で同定することができた。す
なわち、ベルリン  Staatsbibliothek zu 
Berlin, Ms. or. oct. 273 とフィラデルフィア
Pennsylvania University Library, MS LJS 
439 の２写本である。その内容を見てみると、
著者が938年に発生したアンダルス地域での
日食を報告していることから、マーシャーア
ッラーフをその著者とすることはできない
ことがわかった。そのため、著者を同定する
手がかりを探ると、本書においてアンダルス
地域の情報が豊富であり、その使用するアラ
ビア語にマグリブ地域の特徴が見られるこ
とから、著者の有力な候補として、現在のチ
ュニジア近辺で活躍したユダヤ教徒ドゥー
ナシュ・イブン・タミーム（955 以降没）を
見つけた。ドゥーナシュの伝記情報は乏しい
が、現在、彼の２つの著作が伝わっている。
すなわち、ヘブライ語創造神話書『生成の書』
に対するアラビア語での注釈書『生成の書注
釈』と、天文観測器具アーミラリー天球儀の
取扱説明書『アーミラリー天球儀について』
である。そのうち、『生成の書注釈』は、そ
の７割ほどはヘブライ文字で書かれたアラ
ビア語写本で現存する一方、数種のヘブライ
語訳で伝わっている。この注釈書と『天球に
ついて』アラビア語原典とを比較すると、両

者に見られる占星術への態度や天文学的な
内容が一致することから、ドゥーナシュが
『天球について』の著者であることを確定し
た。さらに、この注釈書において、彼がすで
に２種類の宇宙論書を書いたことに言及し
ており、そのうちのひとつであるファーティ
マ朝カリフに 950 年頃献呈した『天球の構造
について』には占星術論駁の章をもうけたと
述べている。他方、『天球について』アラビ
ア語原典において、占星術論駁の文脈で「論
駁の詳細は後述する」としながらその詳細は
本書内には見つからないことから、２写本で
現存する『天球について』アラビア語原典は
『天球の構造について』のはじめの部分を抜
き出したものだと結論付けた。『天球につい
て』の著者がドゥーナシュであるということ
は、そのラテン語版がアリストテレス自然学
を伝えるラテン語作品として最初期のもの
であるだけではなく、そのアラビア語原典自
体も、アリストテレス哲学を中心としたギリ
シャ哲学・天文学に基づいたコスモロジーを
伝えるアラビア語作品として、とりわけアン
ダルス地域やマグリブ地域において、現存す
る中で最初期のものであることを示すため、
本作品が中世ラテン哲学史･科学史はもとよ
り、イスラーム科学史･哲学史においても重
要な資料として扱われるべきであることが
わかった。そこで、発見した２アラビア語写
本を文献学的に精査し、学術界で長年希求さ
れてきた『天球について』アラビア語原典の
校訂を目指し、さらに本作品の重要性を鑑み
て、幅広い研究者の利便を供するために、そ
の英訳を行おうとした。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、発見した２写本の詳細な文献学的
研究を行い、『天球について』アラビア語原
典の本文校訂を完成させることを主眼とし
た。加えて、本作品のラテン語訳はヨーロッ
パ世界のアリストテレス受容の最初期を担
ったことから、アラビア語を解さないヨーロ
ッパ哲学史・科学史研究者たちにとっても重
要な文献であるため、幅広い研究者たちの利
便に供するべく、アラビア語原典全体の英訳
と注釈を試みた。さらに、『天球について』
アラビア語原典の校訂版を完成させた後は、
その内容分析を通じて、アリストテレス自然
学がイスラーム世界にどのように受容され
たのかを明らかにする一方、本作品のラテン
語訳とアラビア語原典とを比較することで、
アリストテレス哲学受容に際して、本作品が
中世ラテン世界でどのように読み解かれた
のかをも明らかにすることも目指した。一方、
『天球について』は、ファーティマ朝カリフ
への献呈書であったことから、本作品は、著
者ドゥーナシュというユダヤ教徒がイスラ
ーム国家の宮廷でいかなる役割を担ってい
たのかを解明する手がかりを与えてくれる



と考えられる。そこで、校訂された本作品の
アラビア語テクストを用いて、ドゥーナシュ
の知的活動の総体を、現存するそのほかの２
著作を含めて明らかにすることで、ファーテ
ィマ朝というイスラーム、ユダヤ教、および
キリスト教の混在した多宗教かつ多文化環
境での文化交流の実際をつまびらかにする
ことも目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 
まず『天球について』アラビア語本文の校訂
を進めた。以上の作業を経てそのアラビア語
原典の校訂版を完成させた後は、ロンドン・
ウォーバーグ研究所チャールズ・バーネット
教授の協力のもと、本作品全体の英訳を行っ
た。さらに、アラビア語原典を精読し、ラテ
ン語版と比較することで、アリストテレス哲
学のイスラーム世界および中世ラテン世界
での受容の最初期の状況を解明しようとし
た。加えて、著者ドゥーナシュの現存するそ
のほかの２作品も含めて彼の知的履歴の総
体をつまびらかにすることで、ファーティマ
朝という多宗教文化におけるユダヤ教徒ド
ゥーナシュの宮廷科学者としての生き方を
明らかにしようとした。 
 
 
４．研究成果 
 
『天球について』アラビア語テクストの校訂
とその英訳の全体を完成させた。加えて、7
月にブラジルで開催された国際科学史学会
に参加し、２９年度前半で完成させた『天球
について』全テクストを踏まえて本作品の分
析することで得られたドゥーナシュの宮廷
科学者としての役割に関する研究成果を発
表した。具体的には、『天球について』にお
いてドゥーナシュは天体運動を含めた自然
現象の発生過程をギリシャ哲学や天文学の
知識を使って合理的に説明することで、この
世の全自然現象が合理的にプログラムされ
ていることを明示した。そうすることで、こ
のような合理的で素晴らしい世界を創造で
きるのは、全知全能の唯一神しか不可能であ
る、という議論を展開し、神の一性を証明し
ようとしたことが分かった。いわば、一神教
であるイスラーム擁護の一環として、ドゥー
ナシュは天文現象の合理的な説明を用いた
といえる。さらに、本発表を通じてフロアー
からコメントをもらうことで、ドゥーナシュ
の占星術への批判的な態度の背景がより鮮
明になった。当時、宮廷が占星術の禁止を表
明しており、その流れに乗って、ドゥーナシ
ュも占星術に懐疑的な論調を本書で表明し
たことが分かってきた。 
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